
 

 昼間は暖かくても、朝夕はぐっと冷え込むようになって来ました。熱、鼻水、咳、嘔吐、下痢等で体調を崩す

お子さんが増えています。現在園内では、感染性胃腸炎、インフルエンザＡ型、流行性角結膜炎の感染症の発生

があります。全国的にはインフルエンザの流行が、異例のスピードで増えています。子どもたちの健康状態に注

意しながら保育を進めていきます。体調が悪いときは、早めの休養をお願いいたします。 

 インフルエンザの予防接種が 10 月から始まっています。今年はこれまで以上の大流行が懸念されるため、国

でも予防接種を推奨しています。医療機関では予約が取りにくい状況のようです。接種を検討されている方は、

早めにかかりつけ医に相談してください。 

 11 月の健康教育週間では、手洗い・うがいの仕方、咳エチケット、鼻のかみ方等の感染予防についての話をし

ます。4・5 歳児は、手洗い実習を行い、手洗いの大切さについて考えます。 

 

 

 

 

 

ほけんだより 11月号 
                令和 5年 11月１日 青梅梨の木保育園 

薄着の習慣を身につけましょう 

日中は過ごしやすい気温になってきました。薄着の習慣をつけて元気な体作りをしましょう。 

なぜ薄着がよいのでしょう 

 薄着で過ごすと、皮膚が外気に触れ、暑さ寒さに対する皮膚の適応能力が高まり、自律神経の動きが活発に

なります。そして、外気温に対する抵抗力が強くなり、かぜをひきにくい丈夫な体を作ることになります。 

衣服の上手な着せ方 

① 大人より１枚少なめに 

子どもは大人より新陳代謝が盛んで、体温が高く汗もかきやすいです。 

大人より１枚少なめが基本です。しかし個人差があるので、体調を見ながら調節しましょう。 

② 肌着を着る 

下着は汗を吸い取ってくれるので、体が冷えるのを防いでくれます。 

そして下着と上着の間に空気の層が出来るので、温かくなります。 

③ 素材の違う服を重ね着する 

布の織り方が違うので、冷たい外気が入りにくくなります。 

＊保育園では体を十分に動かして遊んでいます。日中の外気温、活動、お子さんの体調に合わせて衣服の調

節をします。調節の出来る服をご準備ください。 

 

予防接種を計画的に受けましょう 

予防接種は、自分が病気にかかるのを防ぐだけでなく、人に感染させてしまうことで園や社会全体にその

病気が蔓延するのを防ぎます。また病気にかかったとしても、重症化を防げる場合もあります。 

スケジュールをたてて計画的に進めていきましょう。予防接種についてわからないことがありましたら、

平田まで声をかけてください。 

下記の予防接種は公費で接種できる期間が短いです。特に受け忘れないように注意してください。 

＊水痘・・1 歳以上 3 歳に至るまでの間に 2 回接種します。 

＊ＭＲ（麻しん・風しん）1 期・・1 歳以上 2 歳に至るまで間に接種します。 

            2 期・・きりんぐみのお子さんが対象です。公費で接種出来る期間は、 

来年の 3 月 31 日までです。 


